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能生地内の柱道から小見に貫く新幹線の高架橋
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商
工
会
の
新
年
祝
賀
会
が
一
月

十
六
日
能
生
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
を
会

場
に
会
員
始
め
多
数
の
来
賓
、
能

生
ベ
ル
賞
受
賞
者
等
一
二
〇
名
あ

ま
り
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
能
生
地
区
の
地

域
振
興
の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
活

動
を
続
け
る「
糸
魚
川
市
駅
伝
競

走
大
会
実
行
委
員
会
」、
そ
し
て

英
知
を
発
揮
し
て
開
発
し
た
商
品

で
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る

株
式
会
社
ナ
カ
シ
マ
の
中
嶋
悠
一

さ
ん
に
能
生
ベ
ル
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。（
能
生
ベ
ル
賞
受
賞
者

の
功
績
等
は
下
段
に
掲
載
）

第
二
部
の
新
年
祝
賀
会
は
髙

鳥
正
一
商
工
会
長
よ
り「
会
員
皆

様
の
繁
栄
、
地
域
の
向
上
に
全
力

を
注
ぎ
、
地
域
経
済
の
発
展
に
務

め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

来
賓
の
祝
辞
・
鏡
割
り
乾
杯
と
続

き
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
あ

い
ま
し
た
。
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H26.1.16於：能生マリンホール

▲和やかに懇談

▲更なる飛躍に、皆で万歳を

変
化
に
対
応 

風
を
読
む

変
化
に
対
応 

風
を
読
む

能　生
商工会

新春を迎え会員ら120名集う

『新年祝賀会』『新年祝賀会』

年頭のあいさつ
髙鳥正一商工会長

（商工会新年祝賀会会場）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
、
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ

れ
る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定
し
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

昨
年
の
今
頃
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
三

本
の
矢
と
い
う
文
字
が
新
聞
紙
面
を

賑
わ
せ
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
合

言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
安
倍
内
閣
の

手
腕
が
注
目
さ
れ
る
な
か
、
円
安
、

株
価
の
大
幅
上
昇
、
大
企
業
の
業

績
改
善
等
に
よ
る
景
気
の
回
復
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
経

済
が
大
き
く
動
い
た
年
で
あ
っ
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。　
　

当
地
域
を
取
り
巻
く
経
済
状
況

に
お
い
て
は
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

伴
う
駆
け
込
み
需
要
は
あ
る
も
の

の
、
消
費
税
率
引
上
げ
以
後
の
消

費
の
落
ち
込
み
に
不
安
を
残
す
な

ど
、
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

ま
た
、
過
疎
化
の
進
展
に
伴
い
、
と

り
わ
け
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
難
な
ど
に
よ
る
会
員
企
業

の
減
少
が
著
し
く
、
地
域
経
済
や

地
域
社
会
を
下
支
え
し
て
き
た
小

規
模
事
業
者
の
た
め
の
対
策
が
急
が

れ
る
な
か
、
小
規
模
企
業
基
本
法

の
早
期
策
定
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

う
い
う
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
来
年
三
月
に
は
北
陸
新
幹

線
糸
魚
川
駅
開
業
と
い
う
ビ
ッ
ク

チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

当
地
域
へ
の
観
光
客
の
足
と
な
る

二
次
交
通
手
段
や
ジ
オ
サ
イ
ト
を
核

と
し
た
食
や
歴
史
文
化
遺
産
な
ど

観
光
資
源
を
活
か
し
た
活
性
化
策

を
、
ま
た
、
昨
年
よ
り
上
越
漁
協

と
海
洋
高
校
と
取
り
組
ん
で
い
る
特

産
品
開
発
も
早
急
に
成
果
を
上
げ

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
糸
魚
川
経
済
団
体
連
絡

協
議
会
の
一
員
と
し
て
市
内
共
通

商
品
券
の
発
行
を
は
じ
め
と
し
た
地

元
消
費
拡
大
に
努
め
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、
地
元

消
費
促
進
事
業
を
引
き
続
き
、
会

員
企
業
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

い
ま
が
正
念
場
、
地
域
に
根
ざ

す
商
工
会
は
、
益
々
重
要
な
役
割

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
認

識
す
る
と
と
も
に
関
係
諸
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
次
の
世
代
を
担
う

人
材
育
成
や
会
員
事
業
所
へ
の
巡

回
訪
問
の
強
化
、
ま
た
、
多
様
化

す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で

き
る
組
織
と
し
て
、
諸
問
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

能生マリンホール〔H26.1.16〕　能生商工会新年祝賀会会場

能生ベル賞を受賞第8回第8回
【
能
生
ベ
ル
賞
】日
頃
、地
域
の
活
性
化
を
願
っ
て
、献
身
的
な
活
動
を
継
続
す

る
中
で
英
知
を
発
揮
し
て
開
発
し
た
商
品
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、そ
し
て
地
域
の
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
芸
能
等
の
分
野
で
全
国
的
に
活
動
を
継
続
し
て
い
る
個
人
や
団
体

に
対
し
、商
工
会
の
立
場
か
ら
そ
の
努
力
を
称
賛
し
、将
来
に
わ
た
っ
て
エ
ー
ル
を

送
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

は
じ
ま
り
は
、町
村
合
併
を
記
念
し
て
行
わ

れ
、昭
和
三
十
一
年
に
第
一
回
大
会
を
開
催
し

て
か
ら
現
在
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
り
大
会
を
運

営
さ
れ
て
お
り
、マ

ラ
ソ
ン
の
素
晴
ら
し

さ
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、市
民

へ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
青
少
年
の
健
全

育
成
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

㈱
ナ
カ
シ
マ
の
常
務
取
締
役
。全
国
規
模
の

製
菓
コ
ン
テ
ス
ト
で
数
々
の
賞
を
受
賞（
キ
リ
ク

リ
ー
ム
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
二
大
会
連
続 

焼

菓
子
部
門
最
優
秀
賞
受
賞
な
ど
）。「
糸
魚
川

か
ら
発
信
す
る
世
界
基
準
の
味
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、お
い
し
い
を
追
求
し
た
お
菓
子
作
り
を
続
け

て
い
ま
す
。

▲表彰を受ける清水博代表、富田一雄さん▲表彰を受ける中嶋悠一さん

◎
中
嶋
悠
一
さ
ん

　（
㈱
ナ
カ
シ
マ 

シ
ェ
フ
パ
テ
ィ
シ
ェ
）

◎
糸
魚
川
市
駅
伝
競
走
大
会

　実
行
委
員
会
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糸
魚
川
市
長
と
商
工
会

役
員
の
懇
談
会
が
商
工
会

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、会

場
へ
は
糸
魚
川
市
か
ら
米

田
市
長
以
下
関
係
部
課
長

の
皆
様
よ
り
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
糸
魚
川
地
域

の
地
域
振
興
に
つ
い
て
。

定
住
人
口
の
維
持
、交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

の
ビ
ジ
ョ
ン
、産
業
振
興

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
商
工
団

体
・
商
工
業
者
に
期
待
す

る
こ
と
、今
後
の
課
題
等

の
情
報
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日

　商
工
会
ホ
ー
ル

糸
魚
川
市
長
・

　能
生
商
工
会
役
員
と
の

　
　
　
　
　
　懇
談
会
開
催

参加いただいた米田市長と行政幹部の皆様▲

▲謝辞を述べる
　丸山八重子さん
　（㈱カネカ）

会　場
能生商工会
11月22日

【
三
十
年
勤
続
表
彰
】

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

小
山

　
　保 

笠
原
商
事
㈱

歌

　
　晴
男 

興
和
電
子
工
業
㈱

丸
山
八
重
子 

㈱
カ
ネ
カ

【
二
十
五
年
勤
続
表
彰
】

《
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

久
保

　一
浩 

㈲
磯
貝
鮮
魚
店

【
二
十
年
勤
続
表
彰
】

《
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

五
十
嵐
幸
子

　笠
原
商
事
㈱

岩
崎
久
美
子

　㈱能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

山
本

　雅
樹

　㈱
カ
ネ
カ

斉
藤
美
穂
子

　㈱
カ
ネ
カ

【
十
五
年
勤
続
表
彰
】

《
上
越
商
工
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
》

中
村

　省
吾 

㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

霜
越

　有
美 

興
和
電
子
工
業
㈱

橋
立

　弘
美 

㈲
磯
貝
鮮
魚
店

【
十
年
勤
続
表
彰
】

池
田
冨
美
代 

笠
原
商
事
㈱

長
崎

　豊
子 

興
和
電
子
工
業
㈱

渡
辺

　早
苗 

興
和
電
子
工
業
㈱

久
保
田
一
昭 

㈱
カ
ネ
カ

【
五
年
勤
続
表
彰
】

牛
坊

　
　憲 

笠
原
商
事
㈱

渡
辺

　裕
之 

笠
原
商
事
㈱

後
藤

　啓
太 

笠
原
商
事
㈱

阿
部

　
　峰 

笠
原
商
事
㈱

中
川

　純
一 

興
和
電
子
工
業
㈱

第
四
十
六
回 

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

永
年
の
勤
続
に
感
謝

池
田

　純
平 

興
和
電
子
工
業
㈱

松
尾

　由
美 

興
和
電
子
工
業
㈱

池
田

　良
美 

興
和
電
子
工
業
㈱

松
澤

　克
矢 

㈱
カ
ネ
カ

池
田

　浩
二 

㈱
カ
ネ
カ

商
工
会（
サ
ー
ビ
ス
部
会
）で
は
、
現
在
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
他
に
も
能
生
を
代
表
す

る
新
た
な
特
産
品
を
作
る
べ
く「
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
結
成
し
、
上

越
漁
業
協
同
組
合
と
新
潟
県
立
海
洋
高
等
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
甘
エ
ビ
を
使
用

し
た
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

糸
魚
川
地
域
の

地
域
振
興
に
つ
い
て
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子 
興
和
電
子
工
業
㈱

渡
辺

　早
苗 
興
和
電
子
工
業
㈱

久
保
田
一
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㈱
カ
ネ
カ

【
五
年
勤
続
表
彰
】

牛
坊

　
　憲 

笠
原
商
事
㈱

渡
辺

　裕
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笠
原
商
事
㈱

後
藤

　啓
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笠
原
商
事
㈱

阿
部

　
　峰 

笠
原
商
事
㈱

中
川

　純
一 

興
和
電
子
工
業
㈱

第
四
十
六
回 

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

永
年
の
勤
続
に
感
謝

池
田

　純
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興
和
電
子
工
業
㈱

松
尾

　由
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興
和
電
子
工
業
㈱

池
田

　良
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興
和
電
子
工
業
㈱

松
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　克
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㈱
カ
ネ
カ

池
田

　浩
二 

㈱
カ
ネ
カ

商
工
会（
サ
ー
ビ
ス
部
会
）で
は
、
現
在
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
他
に
も
能
生
を
代
表
す

る
新
た
な
特
産
品
を
作
る
べ
く「
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
結
成
し
、
上

越
漁
業
協
同
組
合
と
新
潟
県
立
海
洋
高
等
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
甘
エ
ビ
を
使
用

し
た
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

糸
魚
川
地
域
の

地
域
振
興
に
つ
い
て



①症状は…
感染後、24～48時間で、下痢、嘔気、
嘔吐、腹痛、発熱などの症状が出る。
通常3日以内に回復し、後遺症は残
らない。
ウイルスは感染してから1週間程度ふ
ん便中に排泄され続ける。
②消毒方法は…
■熱に強く、85℃で1分以上の加熱
が必要。
■逆性石鹸、アルコールの消毒効果は
十分ではない。塩素系漂白剤の次
亜塩素酸ナトリウムは効果がある。

③嘔吐物処理のポイント…
■どこに汚染（ウイルスの付着）があ
るのか、誰が感染した可能性があ
るのかをイメージしながら処理し
よう!!
■「終わりよければすべてよし」汚染
部分をきちんと消毒したり、洗い
流したりすれば大丈夫。落ち着い
て対応しよう。

4

商業部会・工業部会・サービス部会の活動
平成25年度

商
業
部
会

工
業
部
会

サ
ー
ビ
ス
部
会

商
業
部
会
で
は
地
域
の
活
性
化
策
、
振

興
策
を
模
索
す
る
た
め
、
部
会
役
員
と
若

手
事
業
後
継
者
等
を
含
め
た
メ
ン
バ
ー
構

成
で
部
会
活
性
化
研
究
会
を
開
催
し
ま
し

た
。第

一
回
の
会
合
で
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に

よ
り
、
参
加
者
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
い

て
自
由
な
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
地
域
の
衰
退
に
つ
い
て

皆
、
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
、
活
性
化
案
と
し
て
は
高
齢
者
に
特

化
し
た
街
づ
く
り
や
、
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム

と
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
女
性

視
点
の
街
づ
く
り
、
地
域
対
抗
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ

た
情
報
発
信
等
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
は
会
合
を
重
ね
て
活
性
化
策
を
考

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
九
月
四
日（
水
）に
上
越
市
三
和
区
の「
株

式
会
社
サ
ト
コ
ウ
　
ユ
ニッ
ト
三
和
工
場
」の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。株
式
会
社
サ
ト

コ
ウ
の
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｔ（
サ
ッ
ト
）工
法
は
ホ
テ
ル
や
マ

ン
シ
ョン
な
ど
の
部
屋
を
一
単
位
と
し
て
、各

部
屋
を
工
場
で
九
〇
％
ほ
ど
つ
く
っ
て
お
き
、

現
場
に
運
ん
で
ブ
ロッ
ク
の
よ
う
に
積
み
上
げ

て
い
く
工
法
で
、高
品
質・短
納
期
を
実
現
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、宿
泊
施
設
が
足
り
な
い
東

日
本
大
震
災
後
の
被
災
地
で
脚
光
を
浴
び
、

需
要
が
増
し
て
き
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
こ
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
、Ｓ
Ｓ
Ｕ

Ｔ（
サ
ッ
ト
）工
法
関
連
の
売
上
は
増
加
の
見

込
で
あ
り
、ユ
ニッ
ト
生
産
ラ
イ
ン
の
増
設
や

他
社
と
の
提
携
も
検
討
し
て
い
る
と
の
事
で
、

も
の
づ
く
り
に
お
い
て
ア
イ
デ
ア
や
技
術
で
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い
く
事
の
重
要
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
六
月
に
食
品
衛
生

協
会
、
観
光
協
会
と
の
共
催
で
保
健
所
担

当
者
を
講
師
に
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

吐
物
処
理
方
法
の
実
習
と
、
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
補
佐
の
宮
島
宏

氏
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

特
産
品
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
糸

魚
川
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
へ
の
協
賛
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
観
光
協
会
能

生
支
部
と
共
催
で
視
察
研
修
を
行
う
予
定

で
す
。

▲クレーンでつり上げたユニットを重ねるＳＳＵＴ（サット）工法

商業部会事業活性化研究会を開催

被災地で脚光 ＳＳＵＴ（サット）工法のユニット工場を視察

サービス部会年間行事について

▲商店街歩行者天国（奴奈川祭り）

感染症『ノロウイルス』とは（研修会資料より抜粋）

★感染症についてのご相談は…
　糸魚川保健所へ
　（TEL.025-553-1933）

▲大好評だった「お米すくい取り大会」 ▲「お米すくい取り大会」参加者へかき氷のプレゼント

◎新春講演会と新年親睦会
　１月28日（火）午後6時～　食楽厨房あづま
　講師／糸魚川警察署　署長　内藤芳雄様

◎教養講座（手染め体験講座）
　2月13日（木）午後7時～　商工会ホール
　講師／ZakkaTree　今井明日香さん

今後の行事

▲佐久穂町商工会女性部の皆さんと

▲筒石漁港にて

８月３１日（土）に予定していた「ＮＯＵジオヘリツアー」は、
前日までの台風の接近に伴い、ヘリコプター会社による安全
上の判断から、４回目にして初めての中止となりました。今
回はＮＨＫ長野で取り上げてもらった事などにより、県外の
お客様からの予約が今までと比べて多く、安全上仕方ない
とはいえ非常に残念な結果となりました。

ヘリツアー自体は中止となりましたが、今回も糸魚川市か
ら協力を頂き糸魚川産品のＰＲブースを設け、「お米すくい取
り大会」「お米プレゼントじゃんけん大会」「キクラゲ試食会」な
どを行い、マリンドリーム能生にお越しのお客様に、糸魚川
産品をＰＲすることができました。

残念！台風の接近で
ＮＯＵジオヘリツアー中止

5

青年部

11月13日（水）商工会女性部おもてなし交流
事業「能生まるごと体験」を実施し、長野県佐
久穂町商工会女性部の皆さん14名が参加され
ました。
この事業は、女性部が「能生を満喫できる日
帰りプラン」を作り、他県女性部の参加を受け
入れ交流を図り、また能生地域を発信するもの
です。
当日は、ジオパーク（筒石駅、徳合地層、
弁天岩、白山神社）を巡り、昼食は海の幸を
食し、笹寿司の講習と体験をして、土産ショッ
ピングに交流会と。県や地域を越えた女性部
間の交流が図られ、大変有益な交流事業とな
りました。

おもてなし交流事業
「能生まるごと体験」を実施
佐久穂町商工会女性部（長野県）のみなさん、ようこそ能生へ

女性部

女性部では使用済みの古切
手、リングプル、ペットボトルのキャッ
プを収集し、社会福祉に役立てて
おります。古切手やリングプルは
車イスに、ペットボトルのキャップは
ワクチンになります。ぜひあなたの
思いやりをお寄せください。

リングプル・古切手
ペットボトルのキャップ

使用済み

10月18日に1回目のペットボトル
キャップ業者回収がありました。
次回は、平成26年3月の予定です。

１回目の実績
キャップ数 53,040個
（ワクチン66人分）

１回目の実績
キャップ数 53,040個
（ワクチン66人分）
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▲鮭の後を追う参加者

▲豪快！あんこうのつるし切り

6

▲大物とったど～！

糸魚川市観光協会能生支部（11/23・24）

「さけつかみどり大会」が11月
23、24日の両日、能生川河口特
設やな場で開催され、県内外か
ら訪れた約350名程の方々が、
大物の鮭を豪快につかみ取りま
した。

大物とったど～！さけつかみどり大会

サンタクロースに扮
した会員が、園児
275名にプレゼントを
渡しました。

▲訪問先保育園から
　いただきました

◀園児といっしょに
　ハイポーズ

毎年恒例「糸魚川荒波あ
んこう祭り　能生会場」が下
記の日程で開催されます。
大好評のあんこう汁（1杯500
円）の他、あんこう一品料理
やお楽しみ料理の販売も予
定しています。ぜひ会場へ
お越しください。

○日　時／２月９日（日）10：00～ 14：00
10：00～　あんこう汁販売
11：30～　あんこう目方でＱ
12：30～　あんこうつるし切り実演

○会　場／マリンドリーム能生特設会場

能生ライオンズクラブ（12/24）
能生地域7保育園サンタが訪問

糸魚川市観光協会能生支部
糸魚川荒波あんこう祭り能生会場開催

糸魚川地域振興局長の　
岡村均氏▶

今回の研修会は商工会工業部会と合同で開催。
糸魚川地域振興局長の岡村均氏を講師にお招きし、テー

マは「糸魚川地域の産業振興について」と題して、産業振興
における現状と課題、糸魚川市の強み、地域振興局の地域
振興策について、平成27
年3月の北陸新幹線糸魚川
駅開業を控え、今後の振興
策の指針となる講演会でし
た。

（公社）糸魚川法人会能生支部（12/19）
北陸新幹線開業を見据えて

7 ▲国道8号弁天大橋

　弁天浜に架る弁天大橋が老朽化のため、平成26年より架け
替え工事が行われることにより、能生海水浴場の利用が今後制
限されることが想定されます。これは地域の観光関連に大きな影
響を与えることが予想されることから、市、商工会、観光協会は国
土交通省高田河川国道事務所に、工事期間中の観光客受入
れ等の配慮についての要望書を提出いたしました。

　糸魚川市
と上越市名
立区を自転
車で駆け抜
ける恒例の
サイクルイベ
ント「グランフ
ォンド糸魚川
2013」が１０
月６日マリンドリーム能生を発着点に開催されました。
　全国から参加した９００名の愛好家。120㎞・80kｍの
２つのコース、変化に富んだ久比岐野の山野を駆け抜
けました。

　恒例の「大ウスまつり」がマリンドリーム能生を会場に開催されま
した。奴奈川姫、大国主命の行列の後、海洋高等学校相撲部、
能生中学校相撲クラブの皆さんから応援をいただき、世界一の大
きさの大ウスに１．５表のもち米を入れ、もちつきを行いました。1,000
人もの参加者が、やぐらに設置された杵から伸びる綱を、合図に
合わせて引っ張り、30分程でもちがつきあがりました。つきあがった
もちは、きな粉もちとなって参加者に配られました。

能生海岸管理組合
国道8号弁天大橋架け替え工事

２月９日（日）に通常総会及び講演会が開催されます。組合員
お誘い合わせの上、ご参加ください。

能生建設工業協同組合

第４８回通常総会・講演会

▲松茸山にて

毎年、秋深まる好季節に計画する「秋の集い」。今年は、
秋の味覚を味わいつつ、各所のおもてなしを研修しようと、総
勢１５名の参加で、信州上田へのツアーに参加いたしました。　
沓掛酒造・新田醸造では、製造過程見学と販売所等の

研修後、お待ちかね、松茸山での昼食を頂き、親睦を深め
てまいりました。

能生青色申告会女性部（10/24）

秋の集い 信州上田
松茸山で松茸づくし

奴奈川祭り実行委員会（10/19）
1,000人の参加者が豪快にもちつき！ 「奴奈川大ウスまつり」

と　き／２月９日（日）
ところ／駅前汐路
【総　会】　午後１時３０分～
【講演会】　午後２時３０分～
　●テーマ「毎日をイキイキと！！
　　　　　～疲れ・ストレス、解消のためのストレッチ～」
　講師紹介
　　小久保　晴代　氏
　　　（フリーアナウンサー・健康管理士）
　　資格：健康管理士、ホームヘルパー
　　　　 小型船舶操縦士、スポーツインストラクター

初秋の糸魚川路を疾走初秋の糸魚川路を疾走
グランフォンド糸魚川2013（10/6）
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響を与えることが予想されることから、市、商工会、観光協会は国
土交通省高田河川国道事務所に、工事期間中の観光客受入
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　糸魚川市
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　全国から参加した９００名の愛好家。120㎞・80kｍの
２つのコース、変化に富んだ久比岐野の山野を駆け抜
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きさの大ウスに１．５表のもち米を入れ、もちつきを行いました。1,000
人もの参加者が、やぐらに設置された杵から伸びる綱を、合図に
合わせて引っ張り、30分程でもちがつきあがりました。つきあがった
もちは、きな粉もちとなって参加者に配られました。

能生海岸管理組合
国道8号弁天大橋架け替え工事

２月９日（日）に通常総会及び講演会が開催されます。組合員
お誘い合わせの上、ご参加ください。

能生建設工業協同組合

第４８回通常総会・講演会

▲松茸山にて

毎年、秋深まる好季節に計画する「秋の集い」。今年は、
秋の味覚を味わいつつ、各所のおもてなしを研修しようと、総
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てまいりました。

能生青色申告会女性部（10/24）

秋の集い 信州上田
松茸山で松茸づくし

奴奈川祭り実行委員会（10/19）
1,000人の参加者が豪快にもちつき！ 「奴奈川大ウスまつり」

と　き／２月９日（日）
ところ／駅前汐路
【総　会】　午後１時３０分～
【講演会】　午後２時３０分～
　●テーマ「毎日をイキイキと！！
　　　　　～疲れ・ストレス、解消のためのストレッチ～」
　講師紹介
　　小久保　晴代　氏
　　　（フリーアナウンサー・健康管理士）
　　資格：健康管理士、ホームヘルパー
　　　　 小型船舶操縦士、スポーツインストラクター

初秋の糸魚川路を疾走初秋の糸魚川路を疾走
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当店の
価格はすべて
税抜表示に
なっています

○○スーパー

消費税と関連がはっきり
しないものは良いのですね
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◆
昨
年
は
巳
年
、
へ
び
の
如
く

脱
皮
し
再
生
と
、
円
高
解
消
と

長
期
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
傾
向

と
景
気
の
広
が
り
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

　今
年
は
午
年
。
兜
町
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
は「
辰
巳
天
井
、
午
尻

下
が
り
」と
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
別
の
考
え
方
で
は
、

例
え
ば
一
日
だ
っ
た
ら
十
二
支
で

い
う
と
、
子
牛
虎
卯
辰
巳
午
…

と
ず
っ
と
続
き
、
一
日
で
い
う
と

午
と
い
う
の
は
昼
の
十
二
時
を

正
午
と
い
う
よ
う
に
、
正
午
か

ら
二
時
ま
で
。
一
番
明
る
く
輝

く
時
刻
。

　年
回
り
で
考
え
て
も
同
じ

で
、
無
限
に
明
る
く
輝
く
年
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う
で

す
。　少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

地
球
環
境
問
題
と
、
過
去
に
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
問
題
に
直

面
し
、
確
か
な
指
針
を
見
い
だ

せ
な
い
中
に
あ
っ
て
、
人
々
の

平成26年4月からの消費税率改正に伴い、
値札等の総額表示義務が
平成29年3月31日まで緩和されます。

セール・売り出しなどで消費税分を値引き
する等の表現が規制されます。

値札の付け替えが間に合わない場合
応急措置ができます。

税抜価格のみを表示することが可能に
なります。

税抜き表示と税込表示の併記が可能と
なります。

※なお上記例は一例であり、詳細は商工会等でお尋ねください。

税込価格がハッキリ
わかるようにしないと

春の生活応援セール
9,800円（税込10,584円）

9,800円（税込10,584円）9,800円（税込10,584円）

9,800円（税込10,584円）

（税込10,584円）9,800円
9,800円（税込10,584円）

8%値下げ

3%還元

3%値下げ

新生活応援セール
消費税還元、
消費税還元
セール

増税分は
還元します

消費税は
サービス

消費税8%分
還元セール

消費税は
おまけします

消費税相当分
の商品券を
還元します

お客様の誤解を
招かないことが
大事です

①旧税率の表示のまま、注意書きをわかりやすく掲示する。

9,800円

消費税のセールや表示の新しい
ルールが出来ました。

この棚の商品は消費税5%の税込価格とな
っておりますので、レジにてあらためて
8%の税率で精算させていただきます。

②新税率に先に入れ替え、
　注意書きをわかりやすく
　掲示する。

10,584円

この棚の商品は消費税8%の税込価格となっておりますの
で、3月31日まではレジにて5%の税率で精算させて
いただきます。

①値札に「税抜価格」
　を表示。

9,800円（本体価格）

9,800円 ＋ 消費税
9,800円 ＋ 税

9,800円

9,800円（税抜価格）

②レジ回り以外にも商品を選ぶときに、目につく場所に
　「表示方法」を掲示。

当店の価格は
すべて税抜表示に
なっています。
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79指導員日記 

昨
年
十
月
よ
り
シ
ー
サ
イ
ド
磯
貝

に
従
事
し
調
理
を
担
当
し
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
に
社
長
の
娘

さ
ん
と
弁
天
岩
曙
橋
前
と
白
山
神
社

で
結
婚
式
を
挙
げ
当
時
話
題
に
な
っ

た
。前

の
勤
務
は
全
国
に
居
酒
屋
を
展

開
し
て
い
る
養
老
乃
瀧
㈱
で
、
名
古

屋
、
金
沢
で
調
理
や
現
場
を
管
理
す

る
店
長
と
し
て
勤
め
た
。

前
の
職
場
と
は
調
理
の
仕
方
で
い
ろ

い
ろ
な
違
い
が
あ
る
が
、
社
長
の
築
い

た
味
を
習
得
、
継
承
し
て
い
く
の
が

現
在
の
課
題
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の

中
で
、
自
分
の
経
験
し
て
き
た
こ
と
を

活
か
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
新
た

に
寿
司
を
提
供
し
、
好
評
を
得
て
い

る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　   （
山
崎
記
）

昨
年
の
十
二
月
二
十
二
日
、
桜
木

の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
跡
地
に「
魚
ひ
ろ

石
井
鮮
魚
店
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

事
業
主
の
石
井
さ
ん
は
二
十
五
年

以
上
の
魚
屋
勤
務
を
経
て
独
立
開
業
。

地
域
の
方
か
ら
の「
昔
と
比
べ
て
減
っ

て
し
ま
っ
た
、
街
中
の
鮮
魚
専
門
店

が
欲
し
い
。」と
い
う
声
を
受
け
て
現

在
地
を
選
ん
だ
。

鮮
魚
専
門
店
と
し
て
の
知
識
と
技

術
を
活
か
し
、
魚
の
選
び
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
か
ら
食
べ
方
の
提
案
、
お
客

様
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
目
の
前
で

魚
を
調
理
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

事
前
に
連
絡
す
れ
ば
、
お
刺
身
や
焼

き
魚
な
ど
の
仕
出
し
に
も
対
応
し
て

も
ら
え
る
。
ま

ず
は
気
軽
に

利
用
し
て
欲

し
い
。

 （
加
藤  

利  

記
）

☎
五
六
六
ー
三
一
〇
〇

☎
五
六
七
ー
二
〇
一
〇

価
値
観
そ
の
も
の
が
大
き
く
揺

ら
い
で
い
る
よ
う
な
時
代
。
一

巡
す
る
変
化
と
い
う
も
の
を
ど

う
味
わ
う
か
。

◆
季
節
に
は
、
四
季
が
あ
り
、

地
球
の
地
軸
が
傾
い
て
い
な
か
っ

た
ら
四
季
の
変
化
は
起
こ
ら
ず
、

暑
い
所
は
暑
い
ま
ま
、
寒
い
所

は
寒
い
ま
ま
で
味
気
が
な
い
。

　
冬
は
冬
で
最
高
！
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
雪
の
多
い

地
域
で
は
除
雪
は
労
力
と
費
用

が
重
な
り
ま
す
。
糸
魚
川
市
で

は
屋
根
雪
除
雪
等
費
用
助
成
事

業
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

糸
魚
川
市
福
祉
事
務
所
　
高
齢
係

 

（
☎
五
五
二
―
一
五
一
一
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ニ
月
三
日
よ
り
、
能
生
地
域

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ「
フ
レ
ッ
ツ
光
」の
提

供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
フ
レ
ッ
ツ
光
の
月
額
使
用
料

が
二
年
間
割
引
に
な
る『
思
い
っ

き
り
割
』（
月
々
九
〇
〇
円
割

引
）が
一
月
三
十
一
日
で
終
了

い
た
し
ま
す
。

　
ご
契
約
を
お
考
え
の
皆
様
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
加
藤
記
）

【
定
休
日
】日
曜
日

（
船
が
出
た
時
は
夕
方
営
業
の
場
合
有
）

【
営
業
時
間
】十
時
〜
十
八
時

【
定
休
日
】火
曜
日

【
営
業
時
間
】十
一
時
〜
十
九
時

▲石井 博幸さん

NICO（公益財団法人にいがた産業創造機構）は『新潟の産業をもっと元気にする』ことを使命に、「む
すぶ」「育てる」「創る」という機能を発揮しながら、挑戦する県内中小企業を積極的に支援し、そして成
功に導く活動を行っています!お問い合わせは商工会まで。

1.創業・新事業展開をサポート

能生商工会又は公益財団法人にいがた産業創造機構

●資金面によるサポート
●インキュベーションオフィスの運営
●創業支援セミナー・講座の開催
●知的資産経営を支援
●産官学連携による研究開発を支援

3.産業人材の育成をサポート
●長岡モノづくりアカデミー
●高度IT人材育成研修
●企業の広報力向上支援

5.成長分野の産業創出を
　サポート
●健康ビジネスの振興
●新エネルギー産業への
　参入促進4.専門家によるサポート

●ビジネスプランの評価・助言
●専門家派遣2.市場開拓をサポート

●商品開発サポート
●商品評価支援
●販路拡大をサポート
●海外展開を支援

お問い合わせ先

〒950-0078 新潟市中央区万代島5番1号 万代島ビル9～10F
TEL.025-246-0038　FAX.025-246-0030  E-mail info@nico.or.jp

NlCOを活用してみませんかNlCOを活用してみませんか

糸
魚
川
市
大
字
藤
崎

シ
ー
サ
イ
ド
磯
貝（
㈲
磯
貝
鮮
魚
店
）

魚
ひ
ろ
　石
井
鮮
魚
店

た
だ
今
奮
闘
中
！

鮮
魚
専
門
店
と
し
て

　き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

糸
魚
川
市
大
字
桜
木

小
野 

雄
樹
さ
ん（
32
才
）

石
井 

博
幸
さ
ん（
47
才
）

▲小野 雄樹さん
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時
〜
十
八
時

【
定
休
日
】火
曜
日

【
営
業
時
間
】十
一
時
〜
十
九
時

▲石井 博幸さん

NICO（公益財団法人にいがた産業創造機構）は『新潟の産業をもっと元気にする』ことを使命に、「む
すぶ」「育てる」「創る」という機能を発揮しながら、挑戦する県内中小企業を積極的に支援し、そして成
功に導く活動を行っています!お問い合わせは商工会まで。

1.創業・新事業展開をサポート

能生商工会又は公益財団法人にいがた産業創造機構

●資金面によるサポート
●インキュベーションオフィスの運営
●創業支援セミナー・講座の開催
●知的資産経営を支援
●産官学連携による研究開発を支援

3.産業人材の育成をサポート
●長岡モノづくりアカデミー
●高度IT人材育成研修
●企業の広報力向上支援

5.成長分野の産業創出を
　サポート
●健康ビジネスの振興
●新エネルギー産業への
　参入促進4.専門家によるサポート

●ビジネスプランの評価・助言
●専門家派遣2.市場開拓をサポート

●商品開発サポート
●商品評価支援
●販路拡大をサポート
●海外展開を支援

お問い合わせ先

〒950-0078 新潟市中央区万代島5番1号 万代島ビル9～10F
TEL.025-246-0038　FAX.025-246-0030  E-mail info@nico.or.jp

NlCOを活用してみませんかNlCOを活用してみませんか

糸
魚
川
市
大
字
藤
崎

シ
ー
サ
イ
ド
磯
貝（
㈲
磯
貝
鮮
魚
店
）

魚
ひ
ろ
　石
井
鮮
魚
店

た
だ
今
奮
闘
中
！

鮮
魚
専
門
店
と
し
て

　き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

糸
魚
川
市
大
字
桜
木

小
野 

雄
樹
さ
ん（
32
才
）

石
井 

博
幸
さ
ん（
47
才
）

▲小野 雄樹さん
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文
字
を
見
つ
け
た
と
き
も
う
れ

し
い
も
の
で
し
た
。

さ
て
、
私
の
父
は
、
能
生
小

学
校
や
糸
魚
川
市
で
教
職
を
務

め
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は

東
京
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
年
六
月
九
十
九
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
私
も
昨
年
は
、

久
し
ぶ
り
に
父
の
納
骨
に
お
墓

の
あ
る
鬼
舞
を
訪
れ
、
ま
た
暮

れ
に
は
、家
内
と
息
子
を
連
れ
て
、

お
墓
と
五
社
神
社
、
そ
し
て
尾

花
に
あ
る
正
願
寺
を
訪
ね
て
参

り
ま
し
た
。

○
弁
護
士
と
し
て
能
生
町
の
仕
事

こ
ん
な
故
郷
と
の
、
仕
事
上

の
か
か
わ
り
は
旧
木
浦
村
出
身

の
伊
藤
仙
太
郎
町
長
の
時
代
に
、

町
が
開
発
し
た
ス
キ
ー
場
の
件

で
相
談
を
受
け
、
仕
事
を
い
た

し
ま
し
た
。
父
の
知
り
合
い
の

能
生
町
出
身
の
衆
議
院
議
員
髙

鳥
修
先
生
の
ご
紹
介
で
し
た
。

ま
た
、柵
口
に
温
泉
が
出
た
時
、

権
利
関
係
の
調
整
で
交
渉
の
仕

事
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
の

助
役
さ
ん
と
新
宿
歌
舞
伎
町
で

飲
み
な
が
ら
、
故
郷
の
話
し
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

○
事
務
所
訪
問
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す

さ
て
、
私
は
元
々
は
医
者
に

○
ふ
る
さ
と
能
生
町
鬼
舞

私
の
出
生
地
は
西
頸
城
郡
木

浦
村
大
字
鬼
舞
で
す
が
、
小
学

校
に
入
学
し
た
と
き
は
町
村
合

併
で
す
で
に
能
生
町
立
木
浦
小

学
校
で
し
た
し
、
平
成
の
大
合

併
で
糸
魚
川
市
大
字
鬼
舞
と
な

る
ま
で
は
、
ず
っ
と
能
生
町
で

し
た
の
で
、
今
で
も
故
郷
と
い

う
と
自
分
で
は「
の
う
」と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
東
京
で
は

能
生
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
な

か
な
か
出
会
え
ま
せ
ん
。
長
野

出
身
の
知
人
か
ら「
小
学
生
の
時
、

海
水
浴
に
行
っ
て
弁
天
岩
に
も

登
っ
た
よ
」と
い
う
話
を
聞
い
た

り
す
る
と
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、た
ま
た
ま
新
宿
西
口
で「
能

生
産
カ
ニ
」が
売
ら
れ
て
い
る
の

を
み
た
時
、
仕
事
で
出
向
い
た

名
古
屋
で
案
内
さ
れ
た
店
で
、

並
ん
で
い
る
魚
に「
能
生
漁
港
」の

な
る
つ
も
り
で
新
潟
大
学
医
学

部
に
進
学
し
、
そ
の
後
中
央
大

学
法
学
部
に
転
身
し
て
弁
護
士

を
目
指
し
、
昭
和
五
十
八
年
に

一
人
で
伊
藤
茂
昭
法
律
事
務
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
は
日

本
で
六
番
目
に
大
き
い
弁
護
士

一
三
五
名
を
擁
す
る
シ
テ
ィ

ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
の
代
表
で

す
。現

在
事
務
所
で
は
私
の
出
身

高
校
で
あ
る
高
田
高
校
の
生
徒

さ
ん
の
社
会
学
習
の
た
め
に
毎

年
十
人
程
度
で
の
事
務
所
訪
問

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
一
昨

年
は
自
宅
が
能
生
町
と
い
う
生

徒
も
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
過

去
に
は
、
中
能
生
小
学
校
の
生

徒
さ
ん
が
、
先
生
に
引
率
さ
れ

て
事
務
所
の
見
学
に
参
り
ま
し

た
。能

生
町
に
エ
ー
ル
を
お
送
り

す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
が
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
は
、
町
か
ら

優
秀
な
人
材
を
送
り
出
す
た
め

の
、協
力
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

法
律
は
社
会
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。東
京
の
中
心
部
に
あ
り
、

一
般
民
事
、
家
事
事
件
や
刑
事

事
件
だ
け
で
な
く
、
国
際
取
引

や
金
融
取
引
な
ど
、
多
く
の
専

門
分
野
の
弁
護
士
を
擁
す
る
会

社
の
よ
う
に
大
規
模
な
法
律
事

務
所
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
を
観

て
い
た
だ
く
こ
と
も
有
意
義
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が

子
供
た
ち
の
将
来
の
夢
に
つ
な

が
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

伊藤　茂昭

シティユーワ法律事務所
弁護士

プロフィール

【生年月日】 昭和23年11月4日
【家　族】 妻と息子3人
【趣　味】 ボウリング、宝塚歌劇観劇
【血液型】 Ｂ型
【経　歴】 東京弁護士会副会長、

日本弁護士会常務理事、
日本弁護士政治連盟幹事長　等を歴任

【現住所】 東京都杉並区

住所／東京都千代田区丸の内２－２－２丸の内三井ビル
シティユーワ法律事務所 代表  伊藤 茂昭

TEL.03-6212-5500（代）

シティユーワ法律事務所 検 索 もしくは 弁護士伊藤茂昭白い雲 検 索

ホームページ

ふるさと能生へ
子供たちの夢への
お手伝い

法律事務所を見に来てください

＝ ＝58

昨年10月能生上南地区にオープンした「ひ
だまり」で統括責任者を任された。斉藤さん
は上南地域づくりプラン策定メンバーであ
り、郷土料理を提供する農家キッチンの構
想にも関わってきた。
「地域の想いがいっぱい詰まったひだまり
を何とかしたい一念で役を受けた。仲間の
協力も大きい味方となり、友人からの『今が
チャンスでしょ』が後押しとなった」と。
店の切り盛りは地元のお母さんたち。「地

場の食材を使い、手作りの郷土料理でおも
てなしをする。が基本ですね。いずれは若
い人たちに繋げていきたい」と話す。
「地域みんなのための場所にしていただき
たい。設置したミニギャラリーで皆さんの作
品を楽しみにしています。『ひだまり　たま
り場　人だまり』になれば…」

　信条が「前向き
に」。目配り、気
配りの毎日であ
る。　

（ちか記）

農家キッチン ひだまり
統括責任者

斉　藤　礼　子さん
糸魚川市大字須川

プロフィール

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日
 
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
日

家
　
　
族
　
母
・
妻

趣
　
　
味
　
読
書
・
映
画
鑑
賞

血 

液 

型
　
Ａ
型
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豊
か
な
生
き
方

井
伊

　正
憲 

（
糸
魚
川
市
大
字
桂
）

な
が
ら
能
生
で
過
ご
し
ま

し
た
。夕
方
暗
く
な
る
中

で
の
稲
刈
り
や
庭
で
の
脱

穀
作
業
、丸
山
の
畑
ま
で

尿
の
樽
を
運
ん
だ
畑
仕

事
、大
山
か
ら
の
萱
運
び

な
ど
を
思
い
出
し
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
で
は
、春
の
茶
事
や

観
音
堂
で
の
お
団
子
撒
き
、能
生
川

で
の
水
泳
、桂
神
社
の
お
祭
り
、宮

坂
で
の
ス
キ
ー
な
ど
は
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
母
の
苦
労

私
が
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、

大
学
、就
職
と
家
を
離
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、長
期
の
休
み
に
帰
る
以

外
は
、母
一
人
の
暮
ら
し
と
な
り
、

母
に
は
何
か
と
苦
労
を
か
け
ま
し

た
。そ
ん
な
母
は
、趣
味
の
俳
句
や

陶
芸
な
ど
の
仲
間
に
加
え
て
頂
く

な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に

な
り
、何
と
か
元
気
に
過
ご
し
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
帰
り
母
の
介
護

そ
ん
な
母
が
、八
年
前
に
軽
い
脳

梗
塞
で
入
院
。退
院
す
る
時
に
一
人

暮
ら
し
は
無
理
だ
と
判
断
し
て
、私

は
七
年
前
に
東
京
で
の
二
七
年
間

の
教
職
を
退
職
し
て
ふ
る
さ
と
に

帰
り
、母
の
介
護
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。親
孝
行
の
真
似
ご
と
で

す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、お

か
げ
で
大
き
な
病
気
や
怪
我
も
な

く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。今
年

の
三
月
に
は
九
五
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
す
。

太
陽
光
発
電
と
手
打
ち
蕎
麦

退
職
し
て
最
初
に
手
掛
け
た
の

が「
太
陽
光
発
電
」で
し
た
。地
球
温

暖
化
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
始
め
ま
し
た
。十
六
枚
の

パ
ネ
ル
な
の
で
発
電
量
は
少
な
い

で
す
が
、二
〇
〇
七
年
八
月
二
日
に

発
電
を
開
始
し
て
か
ら
累
計
で
一

万
三
〇
七
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、我
流
で
す
が「
手
打

ち
蕎
麦
」を
覚
え
ま
し
た
。自
分
で

焼
い
た
竹
炭
を
焚
い
て
囲
炉
裏
を

囲
み
、来
客
へ
の
お
も
て
な
し
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

「
学
校
応
援
隊
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
年
前
に
能
生
中
学
校
区「
学
校

応
援
隊
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。小
・
中
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
学

校
に
紹
介
す
る
仕
事
で
す
。こ
れ
ま

で
多
く
の
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、た
く
さ
ん
の
学
校
支
援
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
、こ
の
度
、

能
生
中
学
校
区
学
校
支
援
地
域
本

部
に「
文
部
科
学
大
臣
賞
」が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。大
変
名
誉
な
こ
と
で

あ
り
、さ
ら
に「
学
校
応
援
隊
」事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
お
手
伝
い

同
じ
三
年
前
に
西
能
生
地
区
公

民
館
長
を
拝
命
し
、公
民
館
活
動
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。公
民
館
体
制
が

新
し
く
な
り
主
事
と
と
も
に
様
々

な
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。西

能
生
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
夏
祭
り
は
、百
名
の
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
を
得
て
、三
百
名
以
上
の
参
加

者
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。雪
を
活
か

し
て「
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」を
開
催
し
、か
ま
く
ら
作
り
や

ソ
リ
遊
び
、餅
つ
き
体
験
で
楽
し
み

ま
す
。そ
の
他「
サ
マ
ー
寺
子
屋
」

「
気
軽
に
や
ろ
ま
い
会
」「
カ
ラ
オ

ケ
」「
輪
投
げ
大
会
」「
ジ
オ
パ
ー
ク

研
修
会
」な
ど
を
行
い
、多
く
の
地

域
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
を

支
え
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
思
い
出

私
は
、地
元
桂
で
生
ま
れ
、高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
、農
業
を
手
伝
い

▲ひだまりスタッフ

［44］

ひだまり たまり場 人だまり

生年月日 S25.2.4
家　　族　夫、二女
趣  味 草花いじり
血 液 型 Ｏ型
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昨年10月能生上南地区にオープンした「ひ
だまり」で統括責任者を任された。斉藤さん
は上南地域づくりプラン策定メンバーであ
り、郷土料理を提供する農家キッチンの構
想にも関わってきた。
「地域の想いがいっぱい詰まったひだまり
を何とかしたい一念で役を受けた。仲間の
協力も大きい味方となり、友人からの『今が
チャンスでしょ』が後押しとなった」と。
店の切り盛りは地元のお母さんたち。「地

場の食材を使い、手作りの郷土料理でおも
てなしをする。が基本ですね。いずれは若
い人たちに繋げていきたい」と話す。
「地域みんなのための場所にしていただき
たい。設置したミニギャラリーで皆さんの作
品を楽しみにしています。『ひだまり　たま
り場　人だまり』になれば…」

　信条が「前向き
に」。目配り、気
配りの毎日であ
る。　

（ちか記）

農家キッチン ひだまり
統括責任者

斉　藤　礼　子さん
糸魚川市大字須川
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（
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大
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な
が
ら
能
生
で
過
ご
し
ま

し
た
。夕
方
暗
く
な
る
中

で
の
稲
刈
り
や
庭
で
の
脱

穀
作
業
、丸
山
の
畑
ま
で

尿
の
樽
を
運
ん
だ
畑
仕

事
、大
山
か
ら
の
萱
運
び

な
ど
を
思
い
出
し
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
で
は
、春
の
茶
事
や

観
音
堂
で
の
お
団
子
撒
き
、能
生
川

で
の
水
泳
、桂
神
社
の
お
祭
り
、宮

坂
で
の
ス
キ
ー
な
ど
は
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
母
の
苦
労

私
が
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、

大
学
、就
職
と
家
を
離
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、長
期
の
休
み
に
帰
る
以

外
は
、母
一
人
の
暮
ら
し
と
な
り
、

母
に
は
何
か
と
苦
労
を
か
け
ま
し

た
。そ
ん
な
母
は
、趣
味
の
俳
句
や

陶
芸
な
ど
の
仲
間
に
加
え
て
頂
く

な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に

な
り
、何
と
か
元
気
に
過
ご
し
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
帰
り
母
の
介
護

そ
ん
な
母
が
、八
年
前
に
軽
い
脳

梗
塞
で
入
院
。退
院
す
る
時
に
一
人

暮
ら
し
は
無
理
だ
と
判
断
し
て
、私

は
七
年
前
に
東
京
で
の
二
七
年
間

の
教
職
を
退
職
し
て
ふ
る
さ
と
に

帰
り
、母
の
介
護
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。親
孝
行
の
真
似
ご
と
で

す
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、お

か
げ
で
大
き
な
病
気
や
怪
我
も
な

く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。今
年

の
三
月
に
は
九
五
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
す
。

太
陽
光
発
電
と
手
打
ち
蕎
麦

退
職
し
て
最
初
に
手
掛
け
た
の

が「
太
陽
光
発
電
」で
し
た
。地
球
温

暖
化
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
始
め
ま
し
た
。十
六
枚
の

パ
ネ
ル
な
の
で
発
電
量
は
少
な
い

で
す
が
、二
〇
〇
七
年
八
月
二
日
に

発
電
を
開
始
し
て
か
ら
累
計
で
一

万
三
〇
七
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、我
流
で
す
が「
手
打

ち
蕎
麦
」を
覚
え
ま
し
た
。自
分
で

焼
い
た
竹
炭
を
焚
い
て
囲
炉
裏
を

囲
み
、来
客
へ
の
お
も
て
な
し
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

「
学
校
応
援
隊
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

三
年
前
に
能
生
中
学
校
区「
学
校

応
援
隊
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。小
・
中
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
学

校
に
紹
介
す
る
仕
事
で
す
。こ
れ
ま

で
多
く
の
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、た
く
さ
ん
の
学
校
支
援
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
、こ
の
度
、

能
生
中
学
校
区
学
校
支
援
地
域
本

部
に「
文
部
科
学
大
臣
賞
」が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。大
変
名
誉
な
こ
と
で

あ
り
、さ
ら
に「
学
校
応
援
隊
」事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
お
手
伝
い

同
じ
三
年
前
に
西
能
生
地
区
公

民
館
長
を
拝
命
し
、公
民
館
活
動
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。公
民
館
体
制
が

新
し
く
な
り
主
事
と
と
も
に
様
々

な
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。西

能
生
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
夏
祭
り
は
、百
名
の
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
を
得
て
、三
百
名
以
上
の
参
加

者
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。雪
を
活
か

し
て「
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」を
開
催
し
、か
ま
く
ら
作
り
や

ソ
リ
遊
び
、餅
つ
き
体
験
で
楽
し
み

ま
す
。そ
の
他「
サ
マ
ー
寺
子
屋
」

「
気
軽
に
や
ろ
ま
い
会
」「
カ
ラ
オ

ケ
」「
輪
投
げ
大
会
」「
ジ
オ
パ
ー
ク

研
修
会
」な
ど
を
行
い
、多
く
の
地

域
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
を

支
え
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
思
い
出

私
は
、地
元
桂
で
生
ま
れ
、高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
、農
業
を
手
伝
い

▲ひだまりスタッフ

［44］

ひだまり たまり場 人だまり

生年月日 S25.2.4
家　　族　夫、二女
趣  味 草花いじり
血 液 型 Ｏ型
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事務局情報

▲要望書提出・懇談

１２月２日（月）
糸魚川経済団体連絡協議会

米田市長に
　要望書を提出

第53回商工会全国大会（H25.11.21 NHKホール）
全国商工会連合会会長表彰

理　事
髙鳥　睦さん
㈱高鳥組

理　事
中嶋千代子さん

㈱ナカシマ

輝
く
受
賞

産業振興施策に係る要望事項
1.地域産業の育成・振興につながる施策、中小
企業に対する支援施策の拡充強化
2.経済界として進めている地元消費促進に対する
支援と行政における地元発注の一層の促進
3.新幹線開業に伴う諸問題への対応強化
4.観光振興への支援
5.消費税アップによる消費落ち込みに対する景気刺
激策への支援
6.市内企業の発展に必要とする資質向上のための
研修に対する支援
7.糸魚川商工会議所、能生商工会、青海町商工
会に対する商工業振興事業補助金の確保

平成26年度に向け、地域産業の育成・振興につながる
施策、中小企業に対する支援施策の拡充強化等産業振
興施策に係る要望書を市長に提出。

二
〇
一
四
年
新
し
い
年
を
迎
え

ま
し
た
。

今
年
は
午
年
で
す
。
午
年
は
、

転
換
期
と
な
る
重
要
な
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
の
視
野

角
は
三
五
〇
度
も
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
広
い
視
野
で
世
の
中

の
動
き
や
時
代
の
流
れ
を
敏
感
に

捉
え
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 小 窓

主催／糸魚川経済団体連絡協議会
（糸魚川商工会議所、青海町商工会、能生商工会）

●1,000円の商品券を5枚（5,000円）
購入ごとに1枚応募券がもらえます。
ただし１回につき応募券20枚（10万
円分）までが限度です
●応募券にて応募すると抽選で1万円
分の共通商品券が毎回20本当たりま
す。ただし、お一人様の重複当選の限
度は５本以内とします

●応募は商品券販売所に設置されている
応募箱へ投入するか、糸魚川商工会議
所へ郵送してください（締切／当日消
印有効）
●抽選は締め切り後の翌月20日頃に
行います

第5回応募期間
第6回応募期間

平成25年
平成26年

1月 31日（金）
3月 31日（月）

12月 1日（日）～
2月 1日（土）～

平成
26年

応募期間が過ぎた応募券は無効となりますのでご注意ください

　1万円が
毎回20本
当たる！

全6回
共通
商品券

応募のしかた・応募券をもらうには？

地元消費応援キャンペーン
期間：平成25年3月～平成26年3月

市内共通商
品券

なんと

能生地域の
商品券販売所
●能生商工会
●丸富物産
　（マリンドリーム能生内）

●シーサイド磯貝
　（藤崎）世界ジオパーク認

定記念

糸魚川市内
共通商品券
使えます

第1～4回応募終了

この取扱店
ステッカーを表示
しているお店で
使えます

糸魚川市が作成
した「まごごろ宅配
サービス店一覧
表」をご活用くださ
い。商工会の会員
事業所さんも多数
登録されています。

買い物のことで困った時は、
地元のお店とまず相談！


